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《 理   念 》 

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として 

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します 

復生病院の始まりの精神を受けて 

  「かえでの森」という復生病院の機関誌に一言を載せるのは初めてですので、簡単な自己紹介

をさせていただきます。 

 フランス生まれのカトリック司祭です。パリ外国宣教会の宣教師として 1970 年に来日しまし

た。日本語を勉強してから 1972 年に富士教会に就任しましたので、その時から復生病院の存在を

知って、何回も訪ねました。当時、パリ外国宣教会の大先輩であったプラマルティ神父さんは、ク

リストロア修道院と病院のチャプレンでした。また、富士教会の若者や信徒の皆さんと一緒に訪問

したり、夏のキャンプをしたりすることによって、復生病院は身近な存在でした。そして、また 10

年前に、チャプレンであったルノー神父さんが病気でフランスへ帰国してから毎週日曜日のミサの

ために、病院の聖堂に参ります。確かに、わたしには身近な存在ですが、外からの訪問者の関わり

に過ぎないでしょう。そこで、梅村司教様から、積極的に関わって欲しいと頼まれたので皆さんと

一緒に歩むことになりました。 

 いまのわたしの気持ちは、やはり病院の始まりの精神を受け継ぐことです。ハンセン病に罹った

方に出会ったテストウィード神父さんの心は、まず「そのまま置いてはいけない」ということでし

た。医療の知識のない彼は、社会に嫌われ、捨てられていた彼らを集めて一緒に暮らす決心しまし

た。復生病院の始まりです。またテストウィード神父さんにとって、彼らとともに暮らすことは、

キリストが、わたしたちに教えてくださった神の愛を示すことでした。神様にとって、価値のない

人間はいません。弱い立場に置かれている方に、大事にされている瞬間を与える振る舞いには神の

愛は隠れているとわたしは信じます。 

ある意味で、その証は復生病院の存在です。勿論、時代が変わって、病院の経営には課題がありま

すが、始まりの精神を受け継いで病院の皆様と一緒に歩みたいと思います。 

 

神山復生会  
理事長 ミシェル ゴーチェ 



 
 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

日本カトリック神学院 神学生の訪問  
記念館 森下裕子 

 
毎年６月に東京にある日本カトリック神学院の神学生たちが慰問に来てくださいます。この交流は 1930

年代から行われていて在院者さんが多くいらした頃は一泊で行われ、ミサの他、野球の試合や劇や合唱、

時代が進むとゴルフ大会と交流が続けられました。現在は 1 日だけになりましたが、今年も 6 月 11 日

（木）に 17 名の神学生と養成者の司祭 4 名が復生病院を訪れました。神学生と司祭によるミサ聖祭、在院

者さんとの交流会、記念館見学、墓参が行われました。在院者さんは 2 名となりましたが、この交流が末

永く続くことを願っています。 

                                     看護部長 杉山美貴子 
 

6 月 23 日に御殿場看護学校基礎Ⅰの①実習を介護医療院で実施しました。基礎Ⅰの①実習は、看護学校

に入学して初めての実習となります。１年生の看護学生さん 4 名が実習に臨まれました。基礎Ⅰの①実習

の目的は、「病院の概要と医療従事者の職種とその役割、活動内容、看護部との関係について知る。また、

患者の療養環境について知る。」となっています。初めてグループを組んで臨む実習ですから、グループリ

ーダーは挨拶や、カンファレンスでの発言調整等どれもドキドキで、その様子を見守る私達もドキドキで

す。「上手に言えたね。」や「もう少し自分の考えを言った方がいいな。」等、すっかり親御さんの気分で

す。また、グループメンバーも、何とか頑張って自分の考えを述べますが、途中は沈黙も経験します。こ

んな時は「口を挟もうか、黙っていようか」とこちらも試行錯誤です。でも実習の最後にはどの学生さん

も笑顔となり、次の課題を明確にしながら少し成長した表情で実習を終了することができました。これか

らいくつもの実習を経験していきますが、グループで力を合わせて困難を乗り越えていって欲しいと思い

ます。 
 

御殿場看護学校基礎Ⅰの①実習を終えて 

 

不二聖心女子学院 奉仕の日 
記念館 森下裕子 

  

6 月 19 日（金）に不二聖心女子学院の高校生 15 名が「みこころの祝日」の奉仕活動として復生病院を

訪れ、国の登録有形文化財である復生記念館の館内の清掃を行いました。創建当時の部材が多いことから

注意を払い、床の水拭きや、ガラス拭き、屋根裏や地下の清掃を行いました。その後、復生病院の歴史と

ともに、自分たちの掃除した建物はどんな歴史的背景や価値があるのか、記念館の学芸員から説明を受け

ました。初めて訪れた学生も多く、興味深く説明を聞いていました。 



 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

最近のおすすめは、長泉寄り三島に 2 年前にオープンした「智颯

（ちそう）」というラーメン屋です。先日行ってみたところ、女性

1 人で入られている方もいて店内はキレイで過ごしやすい雰囲気。

ラーメンはこってり～あっさりと自分好みに調整できるようです。

塩ラーメンを頼みましたがほのかにしその風味がしてさっぱりして

いておいしかったです！魚介だしなど種類も豊富でこだわりもあり

そうなので、気になる方はぜひ！！ 
デザートは裾野名物（勝手に）クレープの自動販売機もおすすめ

です☆ 

今回のおすすめ 
『一条流 中華そば 智颯』 

（紹介者 外来 高橋諒子） 

復生病院の七夕飾り 

静岡県三島市幸原町 2 丁目 15-37 

今年も七夕の飾りつけがされました。手作りの飾りと願いが書かれた短冊は、平和を願うもの、家族の長寿

や健康を願うもの、なかなか食べることができないものを食べたいと願うもの、各部署の個性が出ていまし

た。皆さんの願いがどうぞ叶いますように。 

介護医療院 外来 

マリアの家 ホスピス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午 前 江藤秀顕 吉津紗綾香 江藤秀顕 江藤秀顕 吉津紗綾香 

 

 

休 診 休 診 

午 後 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 

内 科 外 来 担 当 表 緩和ケア外来は予約制 

 

か 

特定検診・肺炎球菌ワクチン接種・帯状疱疹ワクチン接種の予約を承っております。 

      
すっかり夏の気候となり連日厳しい暑さが続いていますが、皆様体調を崩されていませんでしょ 

うか。今年の暑さも例年同様長く厳しく残るようです。そんな中、ホームセンター等では冷感グッ

ズがたくさん並んでいますね。ハンディファンや冷却スプレーなどなど、様々なものが種類豊富に

あって目移りしてしまうほどです。冷却グッズを上手に活用しながら、熱中症にならないように気

を付けていきましょう。次号もどうぞお楽しみに！ 
 

編集   
後記 
 

 ７月９日（木）、アニマルセラピーに動物介在活動ぷらすの皆さんが来院されました。人懐っこいワ

ンちゃんや、小さい時から犬と一緒に育てられたことで自分は犬だと思っている猫ちゃんも来ていまし

た。動物とのふれ合いタイムでは、順番が待ちきれず手招きをされる方、抱っこが出来て嬉しそうにさ

れる方等々、笑顔で溢れていました。次回は９月に開催される予定です。 
 

小規模多機能型居宅介護事業所 マリアの家 

  見学に来ませんか❣  

歌ったり、独自のゲームで楽しんだり、自然豊かな敷地内を一緒に散策しませんか？ 
皆さんが楽しめるレクリエーションを計画・実施いたします。まずはお気軽に遊びに来て下さい。 
また、介護保険について・介護相談・高齢者一人暮らし中の不安など、お気軽にご相談ください。 
通い・宿泊・訪問介護 随時お受けいたしております。 

連絡先 
〒412-0033 御殿場市神山 738-44 
☎0550-87-3880 FAX0550-87-3887 担当 小野・衛藤 

 

アニマルセラピー 
庶務 後藤和也 


